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■主要取組項目（庁内意見まとめ）
意見内容 対応

【取組内容】

・コミュニティ・スクールに関する記述について、「学校と地域との連携・協働に向けて」ではなく、「地域とともにある学校づくりを目指し」の方が良

いのではないか。（教育委員会事務局）

意見のとおり対応

【指標】

・学力について、指標としては全体の結果を評価できる現行の指標（全国平均）が適切と考えているが、一方で学力層に着目した目標設

定を、新たに施策評価の指標に加えることができないかを検討中。（教育委員会事務局）

意見のとおり対応

【指標】

・（候補）にある「要保護児童の虐待重症度の改善率」は、具体の取組項目「いくしあと一体となった児童相談所の設置」との関連で指標

として挙げられているが、指標として適切でないため削除。（こども青少年局）
意見のとおり対応

【取組内容】

・大項目「つながり・ささえあい」という名称に対し、中項目「ライフステージに応じた健康支援の充実」がマッチし

ていない。大項目名を再検討すべきではないか。（健康福祉局）

大・中項目名、取組内容を修

正

【指標】

大項目と中項目がマッチしていないが、仮に大項目名称をそのままとした場合、「健康寿命の延伸」よりも「生き

がいをもつ市民の割合（全年齢の活躍）」が適切ではないか。（健康福祉局）

大・中項目名、取組内容を修

正したため、変更なし

【指標】

・何かあっても助け合える誰もが安全で安心できる地域社会の実現は、自治のまちづくりにおいて重要であるこ

とから、福祉系の指標よりも「安全・安心して暮らせるまちだと感じる市民の割合」の指標がよい。（総合政策

局）

意見のとおり対応

【中項目名】

・シビックプライドの醸成は、シチズンシップの向上との親和性が高いことから、中項目名を「シチズンシップの向

上・シビックプライドの醸成」としてはどうか。（総合政策局）

意見を受け、シチズンシップ、シ

ビックプライドそれぞれの取組内

容を整理し、中項目名を修正

（２つ目、３つ目）

【指標】

・シビックプライド醸成の観点から、「まちのこと（地域）に関心のある市民の割合」としてはどうか、また、取組

内容の中に地域発意の取組が広がる環境づくりとあるので、施策１と同様「地域活動に参加している市民の割

合」としてはどうか。（総合政策局）

意見のとおり、「まちのことに関

心のある市民の割合」に修正。

【取組内容】

・「学びの機能向上・環境整備」は、学び自体の機能が現在低いと捉えられかねないこと、また、環境整備というとハードの印象があることから、

学び自体に備わっている機能をより活用するという視点で「学びの機会の充実」としてはどうか。（総合政策局）

意見を受け、文言を修正

【取組内容】

・魅力”創造”について、ゼロから生み出す意味合いの”創造”より、今後、地域ごとのまちづくりを進めるにあたっては、『今あるものを見直す・掘

り起こす』ことを意識した”再評価”というような文言の方がよいのではないか。（都市整備局）

魅力創造に再評価の概念を

含んでいるため、変更なし

【取組内容】

・「ルール遵守、マナー向上」において、順序として、ルール→自転車、マナー→ゴミ、路上喫煙　が適切ではないか。施策9生活安全はそのよ

うな表現となっている。（健康福祉局、危機管理安全局）

意見のとおり対応

【その他】

・計画イメージのポンチ絵の『尼崎市の課題』に「治安の向上」が項目として入っているが、主要取組項目の③では「ルール・マナー」を対象とし

ておりマッチしていない。局としても改善している治安に対して課題認識を持っていないため、削除すべき。（危機管理安全局）

別途対応（「体感治安の向

上」に修正）

【項目名】

　・項目名は、『経済循環』より『経済活性」が適切ではないか。計画イメージでの記載内容からも、経済循環も

一つの要素として含めた『経済活性』が主目的ではないかと考えられる。また、脱炭素と経済の関連を考慮する

上でも、イノベーションによる課題解決といった手法が考えられるため、その要素が強く表現される『経済活性』が

より適切ではないか。（経済環境局）

意見のとおり対応

【指標】（経済環境局）

　・２つ目の経済関連の現在の指標が施策11の指標のためこのままでよいが、代替案としては

    以下のとおり。

　　（代替案①）市内で便利で満足のいく買い物ができる市民の割合

　　（代替案②）尼崎市GRP(域内総生産）← ただし１年遅れの数値となる。

　  （代替案③）製造品出荷額あたりの二酸化炭素排出量（産業部門）←　経済と環境の共生を

                      意識できる指標。

現行の指標で対応

【取組内容】

　・尼崎市気候非常事態行動宣言の別紙にある取組の順に文言を整理。（経済環境局）
意見のとおり対応

【取組内容】

　・『協働による社会貢献活動の展開・連鎖を創出し、地域経済の活性化につなげる』という文章は、具体的な事業のイメージがしにくい。

（経済環境局）

意見を受け、文言を修正
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→生きがい・支えあい

シビックプライド
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→ 魅力 向上・発信

脱炭素・経済循環

→脱炭素・経済活性
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1 子ども・教育


